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同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
震
、
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
が
毎
年
発
生
し
て
、
異
常

気
象
の
発
生
は
も
は
や
普
通
の
感
覚
に

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
影
響
で
か
つ
て
な
い
経
済
の

停
滞
が
起
き
て
い
ま
す
。
中
国
の
武
漢

か
ら
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
が
札
幌
雪
祭
り

で
札
幌
に
蔓
延
し
、
の
ち
に
全
国
へ
拡

大
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
予

防
に
マ
ス
ク
や
消
毒
が
有
効
で
あ
る
報
道

が
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
さ
か
の
マ

ス
ク
不
足
の
発
生
、
八
十
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
現
在
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
約

三
八
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
不
要
不
急
の
往
来
自
粛

要
請
に
よ
り
懇
親
会
等
の
飲
食
が
無
く

な
り
国
産
の
食
糧
が
在
庫
と
し
て
沢
山

発
生
し
て
い
る
様
で
す
。

こ
の
在
庫
の
対
応
如
何
に
よ
り
将
来

の
自
給
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
次
に
は
ま
さ
か
の
食
糧

不
足
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

先
日
同
期
の
友
人
か
ら
電
話
が
あ

り
、
今
年
俗
に
言
う
コ
ロ

ナ
対
策
で
、
支
援
金
等
の

支
払
い
が
あ
り
地
域
に
よ

る
対
応
の
違
い
等
の
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

夫
婦
で
旅
行
に
出
か
け
て

道
中
に
後
輩
の
家
に
よ
り

友
好
と
見
聞
を
広
げ
て
き

た
様
で
し
た
。

同
窓
生
が
全
道
各
地
で

活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
全

道
各
地
の
同
窓
生
と
情
報

の
共
有
と
交
流
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
が
食
料

生
産
を
し
て
い
る
自
負
を

よ
り
深
め
て
い
く
事
が
大

切
に
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
を
よ

り
良
き
会
に
発
展
し
て
ゆ

く
為
に
同
窓
生
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

聖鍬会報 第46号 令和２年12月発行

発行所

北海道立農業大学校

同 窓 会

〒089-3675
中川郡本別町西仙美里25-1

電 話 0156-24-2122
F A X 0156-24-2421
編 集 事務局

北
海
道
立
農
業
大
学
校
同
窓
会

会
長

津
島

朗

期 別 世 話 役
農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

農
講

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
齊
藤
か
お
り

塚
田
秀
則

田
中
真
理
子

熊
谷
直
哉

佐
藤
昭
徳

三
田
浩
司

近
藤
大
樹

大
硲
晋
二

田
村
直
樹

遠
山
昇
治

小
松
洋
一

牧
村
康
弘

宮
本
成
行

森
本
耕
二

石
原
英
之

富
山
和
也

井
出
和
実

岩
井
敦
史

笹
島
喜
郎

道
下
貞
夫

髙
井
正
行

石
丸
博
雄

塩
村
昭
博

和
田
嘉
晴

川
本
秀
二

 

芳
沢
改
治

 

仲
鉢
昭
夫

 

松
崎
文
一

石
川
眞
清

相
沢
 
勲

河
田
　
裕

不
破
利
和

吉
田
　
甫

佐
川
　
満

小
南
和
夫

 

辺
見
政
孝

 

大
平
清
吉

森
山
睦
美

植
田
　
博

渡
辺
善
信

鈴
木
一
義

本
別
町

本
別
町

本
別
町

上
湧
別
町

和
寒
町

本
別
町

北
檜
山
町

鶴
居
村

浦
幌
町

上
士
幌
町

足
寄
町

帯
広
市

倶
知
安
町

士
幌
町

浦
幌
町

本
別
町

本
別
町

浦
幌
町

幕
別
町

芽
室
町

幕
別
町

浦
幌
町

浦
幌
町

浦
幌
町

本
別
町

白
糠
町

音
更
町

豊
頃
町

芽
室
町

足
寄
町

足
寄
町

常
呂
町

足
寄
町

本
別
町

池
田
町

幕
別
町

帯
広
市

帯
広
市

鹿
追
町

豊
頃
町

別
海
町

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

農
大

45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26

鬼
塚
　
樹

福
地
一
貴

山
本
康
彦

中
村
柊
斗

小
笠
原
圭
祐

岩
岡
健
太
郎

不
藤
翔
太

橋
村
　
翼

牛
島
隼
也

櫻
井
 
慶

平
井
　
良

小
西
勇
生

山
内
良
介

伊
藤
彰
子

前
畑
龍
之
介

田
中
啓
太

柴
田
　
悠

髙
橋
裕
貴

喜
多
真
悟

大
友
詠
吉

那
賀
島
充
人

谷
川
和
樹

原
田
宏
幸

毛
房
智
幸

下
田
　
奨

廣
瀬
正
幸

若
木
章
宏

黒
川
昌
毅

幕
田
桂
一

中
澤
好
貴

佐
藤
貴
文

山
木
秀
幸

今
野
大
吾

今
西
大
和

中
澤
光
太
郎

鈴
木
隆
也

嶋
貫
一
也

柏
葉
宏
樹

渡
邊
基
樹

日
光
純
一

網
走
市

音
更
町

帯
広
市

音
更
町

幕
別
町

大
樹
町

美
幌
町

鶴
居
村

雄
武
町

更
別
村

芽
室
町

安
平
町

士
幌
町

ニ
セ
コ
町

網
走
市

鹿
追
町

訓
子
府
町

本
別
町

美
幌
町

芽
室
町

鹿
追
町

浦
幌
町

音
更
町

訓
子
府
町

音
更
町

真
狩
村

本
別
町

天
塩
町

富
良
野
市

弟
子
屈
町

浦
幌
町

千
歳
市

本
別
町

別
海
町

置
戸
町

八
雲
町

音
更
町

津
別
町

京
極
町

更
別
村

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

研
究

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

稲
作

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

山
元
亮
平

府
川
諒
祐

山
口
義
之

戸
田
賢
治

佐
藤
広
基

山
﨑
大
裕

元
山
亮
眞

松
浦
　
豊

小
崎
　
光

上
村
優
太

富
永
浩
貴

佐
藤
直
哉

鈴
木
健
司

仁
井
邦
夫

今
西
大
和

中
西
崇
継

山
岸
　
淳

木
村
晴
美

加
藤
幸
嗣

内
野
康
晴

日
笠
竜
斗

早
川
　
了

朝
山
雄
斗

宮
田
知
輝

水
野
雄
貴

坂
本
賢
哉

宗
万
恵
一

山
本
翔
太

加
茂
　
貢

佐
々
木
智
彦

久
保
田
和
伸

黒
田
直
樹

下
道
達
哉

外
山
隆
祥

中
山
義
之

國
岡
晃
平

竹
内
　
誠

石
川
大
輔

森
　
勇
貴

吉
村
正
之

吉
見
拓
也

平
隆
之
介

岡
村
博
信

冨
樫
　
孝

石
崎
憲
一

泊
り
雅
幸

嶋
田
雅
虎

石
川
英
樹

伊
藤
優
治

水
嶋
　
淳

平
塚
美
明

宍
戸
　
聖

大
江
博
之

吉
田
和
浩

新
篠
津
村

本
別
町

帯
広
市

本
別
町

更
別
村

釧
路
市

標
茶
町

帯
広
市

湧
別
町

鹿
追
町

美
瑛
町

東
神
楽
町

豊
頃
町

帯
広
市

別
海
町

富
良
野
市

士
幌
町

足
寄
町

浦
臼
町

幕
別
町

岩
見
沢
市

新
篠
津
村

岩
見
沢
市

芦
別
市

当
麻
町

石
狩
市

名
寄
市

旭
川
市

中
富
良
野
町

妹
背
牛
町

比
布
町

沼
田
町

士
別
市

帯
広
市

士
別
市

栗
山
町

深
川
市

長
沼
町

江
別
市

芦
別
市

雨
竜
町

旭
川
市

東
川
町

大
野
町

穂
別
町

風
連
町

旭
川
市

沼
田
町

沼
田
町

岩
見
沢
市

当
別
町

剣
淵
町

岩
見
沢
市

旭
川
市

期
別

世
 
話
 
役
 
名

期
別

世
 
話
 
役
 
名

期
別

世
 
話
 
役
 
名



- 2 -

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て

今
年
も
収
穫
の
秋
が
終
わ
り
、
日
ご

と
に
朝
晩
の
寒
さ
が
増
し
、
冬
本
番
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の

皆
様
に
は
お
元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
本
校
の
運
営
に
多
く
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
大
き
な
地
震
や
気
象
災
害
は

な
く
、
各
作
物
と
も
概
ね
順
調
に
推
移

し
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
二
月
に
入
っ
て
か

ら
道
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
や

道
段
階
で
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
本
校
に
お
き
ま
し
て
も
、
消
毒
や

マ
ス
ク
着
用
の
励
行
、
三
密
（
密
集
・

密
閉
・
密
着
）
の
回
避
な
ど
感
染
リ
ス

ク
の
低
減
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
卒
業
式
の
大
幅
な
短
縮
開

催
、
入
校
式
を
は
じ
め
、
農
大
祭
、
農

大
市
の
中
止
、
授
業
内
容
・
方
法
の
見

直
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
職
員
や
学
生
の
取
組
の
協

力
も
あ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
講
義
や

演
習
、
ほ
場
実
習
も
ほ
ぼ
予
定
通
り
実

施
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
四
月
に
入
校
し

た
一
年
生
は
、
農
大
で
の
学
校
生
活
や

寮
生
活
、
そ
し
て
九
月
に
は
一
ヶ
月
間

の
体
験
学
習
を
経
て
逞
し
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
し
、
二
年
生
は
現
在
、
農
大

で
の
集
大
成
と
も
言
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
績
発
表
に
向
け
た
準
備
と
来
春
の

卒
業
論
文
の
取
り
ま
と
め
に
と
忙
し
く

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
の
使
命
は
、
次
代
の
農
業
及
び

農
村
を
担
う
優
れ
た
農
業
者
や
指
導
者

と
い
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
本
道
農
業
・
農
村
を
巡
る
情
勢

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
、
国
内
的
に
は

地
域
の
農
家
戸
数
の
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
、
労
働
力
不
足
の
課
題
に
加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
の
長

期
化
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
と

も
に
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
こ
れ
ま
で

と
大
き
く
変
化
し
て
来
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
道

農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
状
況
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
、
幅
広
い
視
野
と
豊
か
な
創

造
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
を
は
じ
め
、
道
民
の
皆
様
か
ら

の
本
校
に
対
す
る
期
待
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
本
校
が
開
校
以
来
七
十

四
年
の
歴
史
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
実
践
教
育
」
「
先
進
教
育
」
「
全
寮
制

教
育
」
を
継
続
し
つ
つ
、
学
生
の
や
る

気
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
・
研
修
を
体
系
的
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
な
ど
、
本
校
に
お
け
る
教
育

機
能
の
充
実
・
強
化
に
職
員
一
同
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
本
校
の
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

懐
か
し
い
大
学
校
の
写
真
の
提
供
が

あ
り
ま
し
た
。
門
間
直
美
さ
ん(

畜
一

保
護
者
・
遠
別
町)

が
上
田
美
千
代
さ

ん(

天
塩
町)

か
ら
提
供
を
受
け
た
写
真

で
す
。 な

つ
か
し
の
風
景
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校
長

赤
池
政
彦

※同窓会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも、｢新旧まなびや｣

が紹介されています。
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平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日
土
曜

日
、
旭
川
市
の
居
酒
屋
に
て
平
成
最
後

の
第
２
２
回
農
大
同
期
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

時
節
柄
大
変
お
忙
し
い
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
担
任
で
あ
る
前
田
先
生
、
西

期
別
活
動

養
成
第
二
十
二
期
農
大
同
期
会

幹
事

及
川

友
和

村
先
生
を
始
め
、
畑
園
学
科
八
名
、
畜

産
学
科
三
名
の
参
加
を
頂
き
、
少
な
い

人
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
元
気
に
開
催

し
ま
し
た
。

四
十
代
も
中
盤
に
な
る
と
、
地
域
の

役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
仲
間
が

多
く
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
欠
席
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
た
ち
と
お
互

い
の
家
族
の
話
を
し
た
り
、
近
況
報
告

で
は
、
そ
の
地
区
に
お
い
て
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
農
業
情
勢
の
話
し
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
り
と
、
皆
、
頑
張
っ
て

経
営
、
生
活
を
し
て
い
る
姿
を
感
じ
取

れ
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
締
め
の
際
に
は
「
事
故
や
健
康
に

は
充
分
気
を
つ
け
て
、
元
気
な
姿
で
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
同
期
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
次
回
開
催
さ

れ
る
際
に
は
、
残
念
な
が
ら
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
多
く
の
仲
間
に
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
令
和
元
年
未
掲
載
分)

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

主
体
的
な
進
路
選
択
を
促
す
事
を
目
的

に
企
業
や
市
町
村
と
の
面
談
が
で
き
る
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
今
年
で
３
回
目
の

開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の

設
置
な
ど
飛
沫
防
止
対
策
を
取
っ
て
予
定

よ
り
１
ヶ
月
遅
れ
で
し
た
が
、
開
催
し
ま

し
た
。

農
業
大
学
校

の
主
な
行
事

６０団体の出展がありました
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野
菜
即
売
会

初
め
て
の
試
み
（
コ
ロ
ナ
禍
）

～
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
～

いらっしゃい。配送準備万端です 駐車場の車内で待機してもらい配送

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

学
校
見
学
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
取
り
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
二
回(
7/3
1
･
8/7
)

、
今
年
度
か
ら

新
た
に
学
校
見
学
会
を
企
画
し
、
二
回

開
催
し
ま
し
た(

6/2
0

・8/2
9
)

。

しっかり安全を確認してトラクター試乗

<

編
集
後
記

>

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
、
第
十
五
回
総
会
、

期
別
活
動
の
様
子
を
掲
載
し

ま
し
た
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「
聖
鍬
会
報
」
は
、
今
年

度
よ
り
希
望
者
の
み
に
郵
送

し
て
お
り
ま
す
。
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